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＜病棟連絡事項＞
・なし
＜患者様連絡事項＞
・村山　吾朗様～日課は問題なく行っている。余暇は自室にて読書をして過ごし不調の訴えはない。対面時表情穏やかで不調の訴えは特に聞かれず、にやつきも

目立たない。夜間良眠。
現在、治験中。1/4まで検査なし。1/5の23：00～絶食。1/6～検査、治験薬投与を実施。実施漏れの無いように毎日予定を各自確認して下さい。
・坂本　福子様～余暇は休憩コーナーにて男性患者様と過ごす様子あり。逸脱した行動はない。対話時はやや表情の冴えなさがある。女性患者様と距離を取れず口論となる事がありスタッフ介入している。多弁さもあるも他スタッフ傾聴後は徐々に落ち着く事が出来ている。希望にて21：10、23：10不穏時リスペリドン内用液(2)1P服用後休まれる。不眠の訴えあり0:55エスタゾラム(2)1T服用。同室者に対する不満を何度も来詰し訴えており夜間のみ22号室で休んで頂く。夜間は良眠で経過し今朝は表情よく不調の訴えもなし。
　　　　　　　　精神症状が不安定で、睡眠もとれていない。周囲とのトラブルの可能性が高い状況。所在の把握、自傷他害の無いよう適宜介入し、生活リズムが改善するよう関わっていく。

・佐々木 章洋様～余暇は休憩コーナーにて女性患者様と過ごす。母様や退院に関する話題もあるが切迫した様子はない。夜間良眠。
　　　　　　　　病棟環境にもなれ、日課も遅れずに参加出来るようになっている。家族との関係性があまり良くない為、疎遠にならないように介入していく。
